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全
国
の
高
等
学
校
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

書
道
教
員
の
皆
様
、
日
頃
の
教
育
現
場
で
の
ご

尽
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

の
熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が

書
道
を
通
じ
て
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
全
高
書
研
副
会
長
を
拝
命
し
て
三
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
と
全
高
書
研
と
の
関
わ
り
は
、
平
成
二
年

十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
新
潟
大
会
か
ら
と
な

り
ま
す
。
教
員
に
な
っ
て
三
年
目
で
初
め
て
全

高
書
研
の
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
分
科
会

で
の
新
潟
盲
学
校
の
先
生
の
発
表
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
発
表
に
係
り
、

当
時
の
文
部
省
視
学
官
久
米
公
先
生
が
「
障
害

の
あ
る
方
へ
の
教
育
に
こ
そ
教
育
の
原
点
が

あ
る
」
と
講
評
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
一
年
後
の
平
成
十
三
年

に
は
、
三
重
県
に
お
い
て
大
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
分
科
会
で
拙
い
発
表
を
し
た
こ
と

も
思
い
出
の
一
つ
で
す
。
文
科
省
教
科
調
査
官

の
長
野
秀
章
先
生
か
ら
は
、
私
の
出
身
大
学
の

恩
師
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
厳
し
く
も
温
か
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
若

輩
の
浅
は
か
な
発
表
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
現
在
の
全
高
書

研
で
の
発
表
は
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
生

か
し
、
よ
く
練
ら
れ
た
内
容
、
考
察
、
課
題
提

示
と
な
っ
て
お
り
、
質
の
高
い
も
の
ば
か
り
と

感
心
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
私
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
に

生
き
て
い
ま
す
。
様
々
な
情
報
が
瞬
時
に
手
に

入
る
こ
の
時
代
、
書
道
や
芸
術
教
育
に
お
い
て

も
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
は
、
表
現
力
や
創
造
性
、
深
い
思

考
を
重
視
す
る
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
背
景
に
、
書
道
教
育
も
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
代
の
生
徒
た
ち
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
従
来
の
墨
や
筆
、
和
紙
と
い
っ
た
ア
ナ

ロ
グ
な
材
料
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
書
道
教
育
を
よ

り
豊
か
に
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
ペ
ン
や
イ
ラ
ス
ト
ア
プ

リ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
書
の
ス
タ
イ
ル
や
デ

ザ
イ
ン
を
自
由
に
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
多
様
な
表
現
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用

し
て
、
生
徒
同
士
や
教
員
と
の
情
報
交
換
、
作

品
の
発
表
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
作

品
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
成
長
を
促
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
で
は
、
情
報
の
消
費
が
瞬
時

で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
情
報
の
価
値
を
見
極
め

る
目
を
育
て
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
書
道
や
芸
術
教
育
を
通
じ
て
、
自
分
自
身

の
感
性
を
大
切
に
し
、
他
者
の
表
現
を
尊
重
す

る
姿
勢
を
養
う
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。

　

私
た
ち
書
道
教
員
と
し
て
の
役
割
は
、
た
だ

技
術
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
書
道
を
通
じ
て

生
徒
た
ち
の
人
格
形
成
や
社
会
性
の
育
成
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
伝
統
と
革
新
を
両
立
さ
せ
、
柔
軟
な
思
考

で
教
育
に
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

全
国
的
に
加
速
度
を
増
す
少
子
化
傾
向
に

よ
り
、
学
校
数
の
減
少
、
学
校
の
小
規
模
化
な

ど
か
ら
、
書
道
教
員
も
か
な
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
全
高
書
研
が
果
た

す
役
割
は
、
全
国
の
同
志
が
共
に
手
を
携
え
、

研
鑽
を
積
み
、
書
道
教
育
・
芸
術
教
育
の
重
要

性
を
示
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
の
高
校
書
道
教
員
の
皆
様
と

と
も
に
、
引
き
続
き
書
道
教
育
の
充
実
に
向
け

て
努
力
し
て
い
け
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
互
い
に
刺
激
を
与

え
合
い
、
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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の
先
生
方
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
継
続

的
な
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
お

陰
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
の
実
践

内
容
、
成
果
と
課
題
が
よ
り
鮮
明
に

お
伝
え
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
を
お
迎
え
す
る
大
会
会
場

の
前
に
は
、
徳
川
御
三
家
紀
州
藩
の

「
和
歌
山
城
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

和
歌
山
県
は
南
北
に
長
く
、
紀
南
の

地
の
玄
関
口
、
白
浜
空
港
を
ご
利
用

さ
れ
る
方
は
、「
白
浜
温
泉
」
や
「
円

月
島
」
等
の
景
勝
地
に
も
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
足

を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、
世
界
遺

産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」、

熊
野
古
道
で
結
ば
れ
た
「
熊
野
三
山

（
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・

熊
野
那
智
大
社
）」、
熊
野
那
智
大
社

の
日
本
一
の
落
差
を
持
つ
「
那
智
の

滝
」、熊
野
本
宮
大
社
「
大
斎
原
（
お

お
ゆ
の
は
ら
）」
の
大
鳥
居
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
新
宮

市
に
は
「
お
燈
ま
つ
り
」
で
有
名
な

神
倉
神
社
も
あ
り
ま
す
。
神
倉
神
社

へ
上
る
石
段
は
急
で
す
さ
ま
じ
く
、

一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。
さ
ら
に
世

界
遺
産
の
一
角
、
弘
法
大
師
の
お
住

ま
い
に
な
る
「
高
野
山
」
に
脚
を
運

ば
れ
る
と
、
凜
と
し
た
別
世
界
の
空

気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
和

歌
山
に
は
新
鮮
な
魚
や
果
物
な
ど
、

美
味
し
い
も
の
も
た
く
さ
ん
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
発
見
、
出
会

い
に
ご
満
足
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
和
歌
山
大
会
が
、
学
校
教

育
の
中
で
書
道
教
育
の
役
割
を
皆

さ
ん
と
も
う
一
度
考
え
直
す
機
会

に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

べ
く
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
和
歌
山
大
会
は
、
日
頃
の
研

究
課
題
を
皆
さ
ん
で
共
有
で
き
る

大
会
に
し
た
い
と
考
え
、『「
学
び
と

成
長
の
書
道
教
育
」
～
書
道
教
育
の

役
割
と
こ
れ
か
ら
～
』
と
幅
広
い

テ
ー
マ
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
発

表
、
企
画
、
運
営
に
あ
た
っ
て
、
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

大
阪
、
奈
良
、
京
都
、
兵
庫
、
滋
賀
、

各
府
県
の
先
生
方
の
多
大
な
協
力

体
制
の
元
、
一
丸
と
な
っ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
定
期
的
な
会
議
を
行
い
、

情
報
共
有
を
密
に
し
て
、
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
全
国
の
先
生
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
と
、
川

崎
大
会
か
ら
の
夏
開
催
を
踏
襲
し
、

実
際
の
授
業
見
学
が
な
い
分
、
発
表

の
内
容
等
に
は
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
高
書
研
の
会

長
様
は
じ
め
、
事
務
局
、
専
門
委
員

　

随
分
先
の
こ
と
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
第
五
十
回
全
日
本
高
等

学
校
書
道
教
育
研
究
会
の
開
催
が

近
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
日
頃

よ
り
全
日
本
高
等
学
校
書
道
教
育

研
究
会
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
で
三
学
年
揃
っ
て
新
教

育
課
程
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
四
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
た
新
学
習
指
導

要
領
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

で
は
、
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工

夫
改
善
に
よ
り
「
指
導
と
評
価
の
一

体
化
」「
I
C
T
の
効
果
的
な
活
用
」

等
を
通
し
て
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な

充
実
か
ら
生
徒
の
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生

方
も
日
々
の
授
業
で
I
C
T
を
活

用
し
、
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
を
通
し

て
、
生
徒
の
感
性
や
創
造
性
を
育
む

第
五
十
回
全
日
本
高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
和
歌
山
大
会

【
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
】
へ
の
ご
案
内

（
和
歌
山
県
立
和
歌
山
東
高
等
学
校
長
）

第
五
十
回
全
日
本
高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
和
歌
山
大
会

【
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
】
大
会
長

　

大
石
　
歩
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第
五
十
回
全
日
本
高
等
学
校
書

道
教
育
研
究
会
和
歌
山
大
会
【
近

畿
ブ
ロッ
ク
開
催
】
が
、
令
和
七
年
八

月
二
十
一日
・
二
十
二
日
に
和
歌
山
県

民
文
化
会
館
（
和
歌
山
市
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
の
川
崎
特
別
大

会
で
新
し
い
全
高
書
研
大
会
の
形
が

示
さ
れ
、
こ
の
和
歌
山
大
会
で
も
八

月
開
催
に
加
え
、
研
究
集
録
を
可
能

な
限
り
縮
小
し
、
詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

の
公
開
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

和
歌
山
で
の
開
催
は
初
め
て
と
い
う
こ

と
も
あ
り
全
く
の
手
探
り
状
態
で
は

あ
り
ま
す
が
、
近
畿
ブ
ロッ
ク
の
先
生

方
の
絶
大
な
バッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ

き
な
が
ら
開
催
に
向
け
て
、
目
下
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
和
歌
山
大
会
で
は
、「
学

び
と
成
長
の
書
道
教
育
」
～
書
道
教

育
の
役
割
と
こ
れ
か
ら
～
の
大
会
テ
ー

マ
の
も
と
、
三
つ
の
授
業
研
究
発
表

に
加
え
、
分
科
会
は
二
つ
ず
つ
を
三
つ
、

計
六
つ
の
研
究
発
表
、
さ
ら
に
六
つ
の

誌
上
研
究
発
表
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
授
業
研
究
発
表
の
書
道
Ⅱ
「
漢

字
仮
名
交
じ
り
書
」
で
は
、『
か
る
た
』

を
利
用
し
た
地
域
・
学
校
に
特
化
し

た
授
業
研
究
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

分
科
会
の
書
道
Ⅰ
「
漢
字
の
書
」
で

は
、『
蘭
亭
序
』
を
共
同
作
品
制
作

す
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
活
用
し
た
授
業
発
表
を
は
じ
め
、

「
仮
名
の
書
」、「
漢
字
仮
名
交
じ
り

書
」
の
発
表
を
通
し
て
、
生
徒
と
共

に
発
表
者
自
ら
「
学
び
と
成
長
」
を

感
じ
る
研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
誌
上
研
究
発
表
も
近
畿
各
校

に
ま
た
が
っ
て
、
特
色
あ
る
発
表
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

和
歌
山
大
会
企
画
と
し
て
は
、「
若

手
教
員
と
大
学
教
員
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
二
日
目
の
午
後
に
開

催
し
ま
す
。
近
畿
ブ
ロッ
ク
の
若
手
教

員
を
中
心
に
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

採
り
、
高
校
の
授
業
に
お
け
る
悩
み

や
課
題
、
大
学
が
高
校
教
員
に
求
め

る
も
の
は
何
か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
を

担
う
若
手
教
員
の
生
の
声
や
熱
い
思

い
を
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョン
と
い
う
形
で
展

開
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
全
高
書
研

大
会
で
は
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た

企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
会
式
後
で

す
が
、
全
国
の
先
生
方
を
巻
き
込
ん

で
、
大
会
テ
ー
マ
副
題
に
も
謳
っ
て
い

る
「
書
道
教
育
の
役
割
と
こ
れ
か
ら
」

に
つ
な
が
る
内
容
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

和
歌
山
大
会
に
併
せ
て
、
八
月

二
十
日
（
水
）
か
ら
二
十
五
日
（
月
）

ま
で
「
和
歌
山
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
書
道
展
」
を
同
会
場
一
階

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
し
ま
す
。

「
全
日
本
高
等
学
校
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
大
賞
受
賞
作
品
」
の
併
催
、
さ
ら

に一日
目
だ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
堀

池
雅
夫
氏
に
よ
る
「
紀
州
松
煙
墨
・

彩
煙
墨
」
の
展
示
も
同
会
場
に
て
行

う
予
定
で
す
。
堀
池
氏
は
、
田
辺
市

鮎
川
（
旧
大
塔
村
）
の
墨
工
房
「
紀

州
松
煙
」
に
て
、
長
年
に
わ
た
り

松
煙
墨
を
製
墨
し
て
お
ら
れ
る
方
で

す
。
今
も
展
示
会
等
で
全
国
を
飛
び

回
って
お
ら
れ
ま
す
。「
彩
煙
墨
」
は

煤
に
顔
料
を
混
ぜ
、
淡
墨
に
す
る
と

ほ
の
か
な
色
を
呈
す
る
墨
で
、
平
成

十
三
年
の
「
第
二
十
一
回
近
畿
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
和
歌
山
大
会
」
の

際
、
交
流
会
で
参
加
生
徒
が
使
用
し
、

お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
って
い
た
だ
き

ま
し
た
。
和
歌
山
で
「
松
煙
墨
・
彩

煙
墨
」
を
製
墨
さ
れ
て
い
る
堀
池
氏

の
墨
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
会
会
場
そ
ば
に
は「
和
歌
山
城
」

が
眼
前
に
聳
え
、
先
生
方
を
お
出
迎

え
し
ま
す
。「
和
歌
山
城
」
の
向
か

い
に
は
、
建
築
家
の
黒
川
紀
章
氏
設

計
の
「
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
」、

会
場
近
く
に
は
和
歌
山
県
書
道
資
料

館
（
天
石
東
村
記
念
ホ
ー
ル
）
も
ご

ざ
い
ま
す
。
山
部
赤
人
が
詠
ん
だ「
若

の
浦
に
潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
な
み
葦

辺
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
渡
る
」
の
万
葉

歌
で
も
有
名
な
和
歌
浦
も
近
い
で
す
。

他
に
も
新
鮮
な
魚
や
果
物
な
ど
、
和

歌
山
に
は
美
味
し
い
も
の
も
た
く
さ

ん
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
も
是
非

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。
先
生
方
の
ご

来
県
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

和
歌
山
大
会
に
寄
せ
て

（
和
歌
山
県
立
星
林
高
等
学
校
）

第
五
十
回
全
日
本
高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
和
歌
山
大
会

【
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
】
運
営
委
員
長

松
本
　
雅
至
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成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
生
涯
に

わ
た
り
芸
術
を
愛
好
す
る
心
情

を
育
み
、
地
域
・
社
会
を
構
成

す
る
有
為
な
成
人
へ
の
成
長
に

寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
取
り

組
み
で
恐
縮
で
す
が
、
多
く
の

先
生
方
か
ら
ご
指
導
、
ご
助
言

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
授
業

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
いい
た
し
ま
す
。

　

本
校
は
大
正
五
年
に
田
辺

実
業
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
、

様
々
な
変
遷
を
経
な
が
ら
昭
和

三
十
一
年
に
和
歌
山
県
立
田
辺

商
業
高
等
学
校
と
し
て
発
足
、

昭
和
五
十
四
年
に
は
普
通
科
が

併
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平

成
十
八
年
に
神
島
高
等
学
校
と

校
名
が
変
更
さ
れ
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。
商
業
科
専
門
教
育

と
普
通
科
教
育
を
と
も
に
行
う

地
域
の
伝
統
校
と
し
て
信
頼
さ

れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
を

目
指
し
て
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
中
で
も
地
域
に

関
わ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
「
神
島
屋
」
の
活
動
が
、
和

歌
山
県
内
外
に
も
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。
神
島

屋
で
開
発
し
た
商
品
が
田
辺
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
な
っ

て
い
た
り
、
ま
た
別
の
商
品
も

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
内
で
販
売
さ

れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
神
島
高

校
の
名
前
を
ど
こ
か
で
見
か
け

た
時
に
は
、
あ
の
和
歌
山
県
の

学
校
だ
な
と
、
思
い
出
し
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

そ
ん
な
商
業
高
校
で
あ
る
本

校
の
強
み
を
生
か
し
た
授
業
を

し
た
い
、
ま
た
自
身
で
も
何
か

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
活

動
を
し
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら

こ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
商
業
教
育
に
つ
い
て

の
知
見
、
専
門
性
を
最
大
限
に

生
か
し
た
地
域
リ
ソ
ー
ス
の
発
見
、

開
発
及
び
活
用
等
を
素
材
と
す

る
教
育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
本
校
の
学
校
運
営
方
針
に

も
な
って
い
ま
す
。

　

書
道
Ⅱ
に
お
け
る
、
漢
字
仮

名
交
じ
り
の
書
の
こ
の
単
元
で

は
、
単
に
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
文

章
を
作
る
の
で
は
な
く
、「
か
る

た
」
と
い
う
形
式
に
す
る
こ
と

で
、
美
術
科
や
音
楽
科
と
も
連

携
し
、
教
科
横
断
的
に
合
同
で

の
作
品
制
作
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
芸
術
の
授
業
時
間
数
や
教

諭
の
数
が
減
っ
て
い
る
学
校
の
多

い
中
、
芸
術
科
の
連
携
を
強
化

し
、
そ
の
取
り
組
み
を
学
校
内

外
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
狙
い

の一つ
で
す
。

　

ま
た
私
自
身
の
授
業
改
善
の

課
題
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果

的
な
活
用
と
言
語
活
動
の
充

実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
和
歌
山
県
は
ま
だ
ま
だ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が
不

十
分
で
、
書
道
教
室
等
の
特
別

教
室
に
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
。

本
校
で
も
令
和
六
年
度
の
三
学

期
に
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
、
書

道
教
室
で
生
徒
用
パソ
コ
ン
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
し
た
授
業
展
開
が
し
づ
ら

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

　

言
語
活
動
に
関
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
グ
ル
ー

プ
活
動
に
加
え
、
自
作
の
文
章

を
用
い
た
作
品
制
作
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
魅
力
を
改
め
て

知
り
、
発
信
し
、
音
・
美
・
書

の
垣
根
を
越
え
た
連
帯
感
と
達

　

こ
の
度
、
第
五
十
回
全
日
本

高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
和

歌
山
大
会
に
て
授
業
研
究
の
発

表
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
校
の
校
是
で
あ
る
「
探
真

究
理
」
は
現
在
の
グ
ン
ゼ
株
式

会
社
の
創
始
者
で
あ
り
、
本
校

創
始
者
で
も
あ
る
波
多
野
鶴
吉

翁
の
言
葉
で
「
真
理
を
た
ず
ね
、

ひ
た
む
き
に
進
み
行
け
」
と
い

う
意
味
で
す
。
そ
の
精
神
は
現

代
ま
で
脈
々
と
生
徒
た
ち
に
引

き
継
が
れ
、「
探
究
」
の
名
の
も

と
、
学
校
生
活
を
送
って
い
ま
す
。

授
業
研
究
の
題
名
に
あ
り
ま
す

授
業
研
究

A　【
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
】「
書
道
Ⅱ
」

　

言
語
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
～
地
域
の
魅
力
を
発

　

信
！　
田
辺
か
る
た
を
作
ろ
う
～

B【
漢
字
の
書
】「
書
道
Ⅰ
」

　

探
究
的
な
学
び
に
よ
る
古
典
の
書
風
理
解

和
歌
山
県
立
神
島
高
等
学
校

 

教
諭  

笠
井　
千
景

　
　
京
都
府
立
綾
部
高
等
学
校

 

教
諭  

森　
啓
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こ
の
度
、
第
五
十
回
全
高
書

研
和
歌
山
大
会
の
授
業
実
践
発

表
に
お
い
て
、「
主
体
的
対
話

的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
た

め
の
仮
名
の
鑑
賞
」
に
つ
い
て
の

発
表
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
実
践
を
行
っ
た
兵

庫
県
立
洲
本
高
等
学
校
は
兵
庫

県
で
五
番
目
に
で
き
た
高
校
で

す
。
伝
統
と
歴
史
あ
る
学
校
で
、

著
名
人
も
多
く
輩
出
し
て
お
り

ま
す
。「
至
誠
、
勤
勉
、
自
治
、

親
和
」
と
い
う
校
訓
を
掲
げ
、

ジ
リ
ツ
（
自
立
・
自
律
）
し
た

生
徒
の
育
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

実
技
科
目
に
お
い
て
も
、
自
身

で
考
え
、
獲
得
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
授
業
展
開
を
考
え
て

き
ま
し
た
。

　

本
校
は一学
年
六
ク
ラ
ス
あ
り
、

「
探
究
的
な
学
び
」
は
令
和
四

年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
の
考
え
方

に
沿
っ
た
も
の
で
す
。「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
は
、
自
己
の

在
り
方
や
生
き
方
と
一
体
的
で

不
可
分
な
課
題
を
自
身
で
発
見

し
、
解
決
し
て
い
く
よ
う
な
学

び
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
探
究
的

な
学
び
」
は
、
自
身
が
設
定
し

た
課
題
に
対
し
て
、
多
様
な
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
目
的
に
応

じ
た
納
得
解
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
良
さ
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

い
た
だ
き
、
府
内
は
も
と
よ
り
、

近
畿
ブ
ロッ
ク
や
本
部
の
先
生
方

か
ら
御
指
導
、
御
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自

身
の
授
業
を
振
り
返
って
み
る
と
、

授
業
者
に
よ
る
内
容
の
確
認
や

臨
書
活
動
を
主
と
し
た
一
方
的

な
授
業
で
、
生
徒
が
受
動
的
に

な
る
よ
う
な
形
式
が
多
く
、
生

徒
が
そ
の
時
間
に
充
実
感
を
感

じ
、
学
習
し
た
こ
と
に
納
得
感

を
得
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ま
す
。

私
は
、
生
徒
が
受
け
身
に
な
ら

ず
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
で
知

識
を
実
感
的
に
理
解
し
、
技
術

も
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
授

業
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
大
会
の
た
め
に
特
別
に

準
備
し
た
授
業
で
は
な
く
、
日

頃
の
授
業
を
見
直
し
、
自
身
の

ベ
ー
ス
と
な
る
授
業
に
つ
な
が
る

研
究
に
し
た
い
と
も
考
え
、
本

単
元
を
設
定
し
ま
し
た
。
授

業
内
容
は
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
用
い

た
対
話
的
な
学
習
を
軸
と
し
て
、

探
究
の
観
点
を
用
い
て
活
動
を

進
め
ま
す
。
唐
の
四
大
家
よ
り

一つ
の
古
典
を
選
択
し
、
そ
の
古

典
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
書
籍

や
動
画
を
探
り
な
が
ら
、
臨
書

を
行
い
、
最
終
的
に
そ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
活
用

し
て
発
表
し
、
全
体
で
鑑
賞
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
単
元
終
了
後
の
生
徒
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。「
僕
た
ち

は
今
『
教
科
書
に
こ
う
書
い
て

あ
る
か
ら
』『
習
っ
た
か
ら
こ
う

書
く
』
と
い
う
よ
う
な
書
き
方

だ
け
ど
、
昔
は
、
人
物
や
そ
の

系
統
に
よ
っ
て
書
風
が
違
っ
て
独

自
の
書
き
方
、
受
け
継
が
れ
る

書
き
方
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
漢

字
の
書
き
方
を
み
ん
な
同
じ
よ

う
に
習
っ
て
い
る
の
で
、
中
国
の

よ
う
な
独
特
な
書
法
が
な
く
て
、

少
し
悲
し
い
な
と
も
思
い
ま
し

た
。
こ
の
学
習
で
、
改
め
て
字
と

い
う
の
は
人
の
気
持
ち
、
性
格

が
の
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
文
字
の
書
き
方
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
み
ん
な
が
字

と
自
分
の
個
性
を
結
び
つ
け
ら

れ
る
と
手
紙
、
年
賀
状
な
ど
が

も
っ
と
楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。」

　

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階

で
あ
り
、
十
分
な
実
践
を
積
ん

だ
上
で
の
発
表
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
全
国
の
先
生
方
と
「
探
究

的
な
学
び
」
を
活
か
し
た
授
業

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
忌
憚
の

な
い
御
意
見
を
い
た
だ
け
ま
す

と
有
難
い
で
す
。

一
年
の
「
芸
術
Ⅰ
」
は
二
ク
ラ

ス
三
展
開
（
音
楽
・
美
術
・
書

道
）
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
二

年
の
「
芸
術
Ⅱ
」
は
選
択
に
な

り
ま
す
が
、
選
択
者
は
毎
年
少

数
で
、
今
回
は
七
名
の
授
業
と

な
り
ま
す
。
三
年
で
は
「
芸
術

Ⅲ
」「
実
用
芸
術
」「
総
合
芸
術
」

と
三
つ
の
選
択
へ
と
展
開
し
、
日

常
で
使
え
る
基
礎
的
な
内
容
か

ら
、
発
展
的
な
創
作
へ
と
幅
広

い
授
業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

前
任
校
か
ら
、
本
物
の
亀
の

甲
羅
に
甲
骨
文
字
を
刻
し
て
、

特
徴
を
学
ぶ
実
践
を
行
っ
て
お

り
、
そ
こ
で
実
際
に
感
じ
た
感

触
を
筆
で
表
現
す
る
授
業
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
筆
と
は

違
っ
た
用
具
を
使
い
文
字
を
書
く

（
書
き
つ
け
る
）
こ
と
で
、
違
っ

た
表
現
を
体
感
し
、
新
た
な
書

表
現
を
、
生
徒
自
身
の
手
で
獲

得
し
て
いっ
て
欲
し
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
大
学

の
後
輩
が
実
践
し
て
い
た
授
業

内
容
を
元
に
「
大
田
垣
蓮
月
」

の
書
の
実
践
を
致
し
ま
し
た
。

　

仮
名
の
書
は
用
具
の
扱
い
や

臨
書
等
、
生
徒
も
教
員
も
繊
細

な
活
動
が
多
く
、
苦
労
す
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
文
字

C【
仮
名
の
書
】「
書
道
Ⅱ
」

　

主
体
的
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
仮

　

名
の
書
の
実
践
事
例
～
太
田
垣
蓮
月
と
香
紙
切
の
学

　

習
を
通
し
て
～

　
　
灘
中
学
校
・
高
等
学
校
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一
文
字
丁
寧
に
学
ぶ
こ
と
を
心

が
け
て
お
り
ま
す
が
、
集
中
力

が
持
た
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
、

苦
労
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、一人
で
も
多

く
の
生
徒
に
仮
名
の
魅
力
を
伝

え
た
い
と
思
い
な
が
ら
試
行
錯

誤
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研

究
会
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
を
皆

さ
ん
と
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
授
業
作
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
願
って
お
り
ま
す
。

　

授
業
を
す
る
際
、
よ
く
引

用
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

『
学
習
と
は
人
類
の
歴
史
の
追

体
験
で
あ
る
。』
ジ
ョン
・
デ
ュー

イ
の
言
葉
で
す
。
書
道
で
は
過

去
の
名
品
か
ら
様
々
な
技
術
を

学
び
、
そ
れ
を
活
か
し
て
新
た

な
作
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の

作
品
が
、
ま
た
新
た
な
歴
史
と

な
り
、
未
来
の
人
々
か
ら
見
た

歴
史
に
な
る
と
。
ど
の
分
野
に

進
ん
で
も
、
先
人
を
尊
び
、
自

ら
の
手
で
昇
華
し
、
よ
り
良
い

も
の
を
未
来
の
人
へ
と
受
け
渡

す
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
我
々

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
思
い
を
書
道
を
通
じ

て
学
ん
で
いっ
て
欲
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
七
年
度
全
高

書
研
和
歌
山
大
会
の
分
科
会
発

表
に
お
い
て
、「
書
道
Ⅰ
に
お
け

る
共
同
作
品
制
作
の
取
り
組
み

と
デ
ジ
タ
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

活
用
」
と
題
し
て
研
究
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
行
書
の
単
元
の
躓
き
を
少

し
で
も
楽
し
く
克
服
し
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
」。
こ
れ

が
、
私
が
こ
の
単
元
を
構
想
し

た
き
っ
か
け
で
す
。
私
は
教
壇

に
立
っ
て
四
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
楷
書
か
ら
行
書
へ
移
行
す

る
二
学
期
に
お
い
て
は
毎
年
多

く
の
生
徒
が
躓
く
姿
を
目
に
し

て
き
ま
し
た
。
行
書
は
こ
れ
ま

で
学
習
し
て
き
た
楷
書
と
は
異

な
り
、
太
細
の
変
化
や
点
画
の

連
続
、
運
筆
の
遅
速
な
ど
多
く

の
要
素
が
複
合
し
て
成
り
立
って

い
る
た
め
、
特
に
書
道
の
経
験

が
浅
い
生
徒
に
と
って
は
行
書
に

対
し
苦
手
意
識
を
感
じ
る
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
行

書
の
単
元
で
は
蘭
亭
序
を
複
数

人
に
よ
る
「
共
同
作
品
制
作
」

と
い
う
形
で
取
り
組
ん
で
み
て
は

ど
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
間
で
の

言
語
活
動
の
充
実
を
図
り
、
主

体
的
で
相
互
補
完
的
な
学
び
の

環
境
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
生

徒
の
躓
き
を
少
し
で
も
解
消
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
本
研
究
に
取
り
組
む

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
単
元
に
お
い

て
主
体
性
を
育
む
一
助
と
し
て

I
C
T
を
活
用
し
た
「
デ
ジ
タ

ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
導
入
に

も
挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。
本
校

は
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
やM

etaM
oji

と
いっ
た
学
習
ア
プ
リ
を
使
用
し

て
い
な
い
た
め
、
生
徒
が
学
び
の

蓄
積
（
成
果
物
等
）
を
一
覧
に

し
て
確
認
す
る
手
段
が
乏
し
い

状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、一覧
性

を
高
め
、
学
び
の
軌
跡
が
俯
瞰

で
き
る
よ
う
な
構
造
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
作
成
に
試
行
錯
誤

を
重
ね
ま
し
た
。
以
前
よ
り
本

校
が
使
用
し
て
い
るM

icrosoft

のT
eam
s

を
活
用
し
な
が
ら

そ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
配
信
し
、

生
徒
自
身
が
自
ら
の
学
び
（
学

習
過
程
・
思
考
過
程
）
や
変
容

を
可
視
化
し
て
客
観
的
に
振
り

返
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
メ
タ
認
知
能
力
を

高
め
、
主
体
的
に
自
己
調
整
し

て
い
く
力
を
養
う
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

度
は
発
表
の
場
を
賜
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
の
先

生
方
か
ら
ご
指
導
・
ご
助
言
い

た
だ
け
る
こ
と
は
教
師
経
験
の

浅
い
私
に
と
って
貴
重
な
財
産
と

な
り
ま
す
。
躓
き
や
苦
手
意
識

の
あ
る
生
徒
に
対
し
て
、
書
道

の
魅
力
や
楽
し
さ
を
如
何
に
伝

え
る
か
私
な
り
に
模
索
し
実
践

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
依
然
と

し
て
様
々
な
課
題
も
残
って
い
る

状
態
で
す
。
こ
の
発
表
の
機
会

を
糧
と
し
、
一
層
の
研
鑽
と
改

良
を
重
ね
、
よ
り
充
実
し
た
学

び
の
場
を
構
築
し
て
い
く
所
存

で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国

の
多
く
の
先
生
方
の
参
加
と
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

度
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
ま

し
た
こ
と
、
ま
た
親
切
丁
寧
に

ご
指
導
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に

は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

至
ら
ぬ
所
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

授
業
改
善
に
努
め
て
参
り
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

分
科
会

A　【
漢
字
の
書
】
書
道
Ⅰ

　
書
道
Ⅰ
に
お
け
る
共
同
作
品
制
作
の
取
り
組
み

　
と
デ
ジ
タ
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用

兵
庫
県
立
神
戸
鈴
蘭
台
高
等
学
校
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こ
の
度
、
全
高
書
研
和
歌
山

大
会
分
科
会
で
「
仮
名
の
書
の

少
字
数
に
よ
る
創
作
か
ら
仮
名

の
書
の
美
の
理
解
〜
用
筆
・
運

筆
を
大
切
に
し
て
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

私
が
勤
務
し
て
い
る
大
阪
府

立
金
剛
高
等
学
校
は
金
剛
山

や
葛
城
山
を
望
む
大
阪
府
の

南
部
、
富
田
林
市
の
高
台
に
立

ち
、
創
立
四
十
六
年
を
迎
え
る

学
校
で
す
。
普
通
科
専
門
コ
ー

ス
（
地
域
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョンコ
ー

ス
、
生
命
科
学
コ
ー
ス
）
に
加

え
、
知
的
障
が
い
高
等
支
援
学

校
の
「
共
生
推
進
教
室
」
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
障
が
い
の
あ
る

生
徒
も
学
年
に
三
名
ず
つ
在
籍

し
、
共
に
高
校
生
活
を
送
って
い

ま
す
。

　

生
徒
は
全
体
的
に
元
気
で
活

発
、
行
事
に
は
楽
し
ん
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
物

事
を
粘
り
強
く
深
め
て
い
く
力

に
少
し
課
題
が
あ
り
、
努
力
を

要
す
る
場
面
で
持
続
性
が
な
く
、

や
り
切
っ
た
達
成
感
を
味
わ
お

う
と
せ
ず
に
物
事
を
終
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

芸
術
科
書
道
の
授
業
で
は
目
標

を
少
し
高
め
に
設
定
し
、
褒
め

な
が
ら
少
し
ず
つ
生
徒
の
や
る

気
を
引
き
掲
げ
、
個
人
の
成
功

体
験
に
繋
が
る
よ
う
支
援
し
よ

う
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

書
道
Ⅰ
で
は
四
月
の
導
入
の

漢
字
の
書
の
学
習
か
ら
筆
の
機
能

（
弾
力
）
を
理
解
し
、
筆
と
自

分
の
呼
吸
を
合
わ
せ
て
、
腕
を

大
き
く
動
か
し
て
書
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
基
本

的
な
用
筆
・
運
筆
を
理
解
し
身

に
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
学

習
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
本

研
究
は
、
漢
字
の
書
で
学
ん
だ

基
本
的
な
用
筆
・
運
筆
を
も
と

に
、
小
筆
に
よ
る
仮
名
の
繊
細

な
筆
の
動
き
を
味
わ
う
楽
し
さ

を
知
り
、
仮
名
の
美
の
要
素
を

理
解
す
る
こ
と
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
実
践
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
創
作
を
臨
書
よ
り
先
に

行
う
こ
と
に
よ
り
、
筆
の
動
き

か
ら
生
ま
れ
る
仮
名
の
線
の
美

し
さ
を
理
解
し
、
古
典
の
鑑
賞

に
お
い
て
形
だ
け
で
な
く
筆
の
動

き
を
読
み
取
る
鑑
賞
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
授
業
展

開
に
相
互
鑑
賞
を
入
れ
る
こ
と

で
、
自
分
の
作
品
に
責
任
を
持
っ

て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に

伝
え
る
力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
が
気
付
か
な
か
っ

た
新
た
な
気
付
き
が
あ
り
、
他

者
の
意
見
を
自
己
の
作
品
に
生

か
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
に
あ
た
り
、
限

ら
れ
た
授
業
時
間
で
仮
名
の
書

の
美
の
理
解
に
繋
が
る
よ
う
な

教
材
作
り
に
、
発
表
者
三
人
で

試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

創
作
の
文
字
資
料
の
基
と
な
る

仮
名
四
十
八
音
の
単
体
を
各
三

種
類
と
生
徒
が
参
考
に
し
や
す

い
連
綿
資
料
を
研
究
、
制
作
し

ま
し
た
。
三
校
で
ほ
ぼ
同
じ
資

料
を
使
用
し
、
指
導
方
法
を
相

談
し
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
の

授
業
を
参
考
に
授
業
を
進
め
て

い
き
ま
し
た
。
校
風
や
生
徒
の

様
子
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
の
、

授
業
の
成
果
や
悩
み
、
ま
た
課

題
な
ど
は
共
通
点
が
多
く
、
共

有
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
で
き
た

こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
機
会
で
し

た
。
仮
名
の
授
業
と
し
て
は
指

導
案
の
計
画
時
数
よ
り
二
時
間

ほ
ど
多
く
計
画
で
き
る
の
が
理

想
で
あ
り
、
も
っ
と
落
ち
着
い
て

制
作
に
掛
け
る
時
間
が
必
要
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
仮
名
の
書
の
線

質
に
迫
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善
に
対

す
る
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
研
究
発
表
を
す
る
に
あ

た
り
、
自
分
の
授
業
を
見
直
す

と
て
も
い
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
の
指
導
方
法
で
曖

昧
で
あ
っ
た
部
分
が
明
確
に
な
り
、

改
善
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
面
で
多
く
の
先

生
方
に
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い

た
だ
き
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
教
育
活
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

奈
良
県
立
畝
傍
高
等
学
校

 

教
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和
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本
校
は
明
治
二
十
九
年
の

開
校
以
来
、
今
年
度
で
創
立

百
二
十
九
年
を
迎
え
る
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
高
校
で
す
。
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョン・ポ
リ
シ
ー
の一つ
に
「
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行

動
す
る
姿
勢
を
持
つ
生
徒
の
育

成
」
を
掲
げ
、
日
々
そ
の
実
現

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
書
道
の

【
仮
名
の
書
】
書
道
Ⅰ

 
仮
名
の
書
の
少
字
数
に
よ
る
創
作
か
ら
仮
名
の
書   

　
の
美
の
理
解
～
用
筆
・
運
筆
を
大
切
に
し
て
～

大
阪
府
立
金
剛
高
等
学
校

教
諭  
松
岡　
千
雅
子

Ｂ　【
漢
字
の
書
】
書
道
Ⅱ

　

主
体
的
な
表
現
・
鑑
賞
の
学
び
～
清
代
隷
書
作
品
に

　

よ
る
倣
書
学
習
～　
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授
業
に
お
い
て
も
、
生
徒
た
ち
は

熱
心
に
取
り
組
み
、
高
い
書
写

能
力
を
持
つ
生
徒
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
全
高
書
研
で
の
発
表

に
際
し
、
本
校
の
書
道
教
育
を

振
り
返
る
中
で
、
生
徒
の
主
体

性
を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
に
、
以

下
の
二
つ
の
課
題
を
解
消
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
一つ

は
、
表
現
と
鑑
賞
の
学
習
が
う

ま
く
循
環
し
て
い
な
い
こ
と
、
も

う一つ
は
、
臨
書
学
習
で
培
っ
た
力

が
創
作
作
品
の
制
作
に
十
分
に

生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

前
者
に
つい
て
は
、
臨
書
学
習

の
際
に
扱
う
古
典
が
拓
本
で
あ

る
場
合
、
用
筆
や
運
筆
の
特
徴

が
捉
え
に
く
く
、
鑑
賞
学
習
で

得
た
分
析
内
容
が
表
現
活
動
へ

と
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
場

面
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
後
者

に
関
し
て
は
、
本
来
創
作
作
品

を
制
作
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ

る
表
現
の
意
図
や
工
夫
が
不
十

分
で
、
単
に
集
字
し
た
文
字
を

模
写
す
る
に
と
ど
ま
る
活
動
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
と

し
て
、本
単
元
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

本
単
元
で
は
、
清
代
隷
書
作

家
で
あ
る
何
紹
基
と
楊
峴
の
漢

碑
臨
書
作
品
を
題
材
と
し
、
大

字
の
肉
筆
資
料
を
学
習
す
る
こ

と
で
、
主
体
的
な
表
現
と
鑑
賞

の
学
び
を
促
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
何
紹
基
や
楊
峴
が
漢
碑
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
自
ら
の
書

風
を
築
い
た
の
か
を
生
徒
た
ち
が

考
察
し
、
追
体
験
す
る
活
動
を

通
じ
て
、
創
作
の
際
の
表
現
の
工

夫
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。

　

授
業
で
は
、
ま
ず
何
紹
基
・

楊
峴
の
漢
碑
臨
書
作
品
を
鑑
賞

し
、
臨
書
作
品
と
原
本
で
あ
る

漢
碑
と
の
比
較
分
析
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
漢
碑
の
み
を

提
示
し
、
何
紹
基
風
・
楊
峴
風

に
書
き
換
え
る
倣
書
を
難
易
度

別
に
三
段
階
に
分
け
て
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
制
作
の

過
程
で
は
、
相
互
鑑
賞
や
意
見

交
換
を
行
わ
せ
、
表
現
の
意
図

や
工
夫
に
つい
て
深
く
考
察
さ
せ
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
言
語
化
さ
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
実
践
を
通
じ
て
、
清
代

隷
書
作
家
の
肉
筆
資
料
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
用
筆
や
運
筆
の
詳

細
な
分
析
が
可
能
と
な
り
、
鑑

賞
と
表
現
の
学
習
が
よ
り
効
果

大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校

 

教
諭  

増
井　
悠
航

【
漢
字
の
書
】
書
道
Ⅱ

合
同
作
品
制
作
に
お
い
て
、
協
働
す
る
活
動
を
通
し
て

創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
授
業

的
に
結
び
つ
く
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
次
の
単
元
で

あ
る
創
作
の
作
品
制
作
に
お
い
て

も
一定
の
学
習
の
成
果
が
見
ら
れ
、

本
単
元
が
創
作
に
お
け
る
表
現

の
工
夫
の
手
が
か
り
を
あ
る
程

度
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
発
表
に
よ
り
、

清
代
隷
書
作
家
の
倣
書
学
習
が
、

臨
書
か
ら
創
作
へ
と
発
展
さ
せ
る

有
効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
を
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
に
多
様
な
肉
筆
資
料

を
活
用
し
、
生
徒
の
創
造
性
を

引
き
出
す
指
導
方
法
を
模
索
し

て
ま
い
り
ま
す
。
全
国
の
先
生

方
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を
賜

り
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
授

業
実
践
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

び
を
実
感
で
き
る
授
業
」
と
題

し
て
、
実
践
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
校
は
創
立
百
十
九
年
を
超

え
る
伝
統
校
で
あ
り
、校
訓
「
誠

実
剛
毅
・
和
親
協
同
」
の
も
と
、

「
磨
け
知
性
・
輝
け
個
性
」
の

理
念
を
掲
げ
た
教
育
を
実
践
し
、

様
々
な
社
会
的
変
化
を
た
く
ま

し
く
乗
り
越
え
る
た
め
の
知
性

や
体
力
、
自
分
ら
し
さ
や
他
者

への
思
い
や
り
を
大
切
に
す
る
豊

か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
み
、

大
き
な
夢
と
高
い
志
を
持
って
持

続
可
能
な
共
生
社
会
を
創
る
人

　

こ
の
度
、
全
高
書
研
和
歌
山

大
会
【
近
畿
ブ
ロッ
ク
開
催
】
分

科
会
発
表
に
お
い
て
、「
合
同
作

品
制
作
に
お
い
て
、
協
働
す
る
活

動
を
通
し
て
創
造
す
る
こ
と
の
喜

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
共
生
推
進
教

室
設
置
校
で
も
あ
り
、
高
等
支

援
学
校
の
生
徒
が
、
高
等
学
校

の
生
徒
と
と
も
に
学
び
、
卒
業

後
の
就
労
と
、
学
校
生
活
の
中

で
交
友
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
科
書
道
に
お
い
て
も
、

「
様
々
な
社
会
的
変
化
を
た
く

ま
し
く
乗
り
越
え
る
た
め
」
の

自
ら
問
い
を
立
て
て
行
動
し
、
新

た
な
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
探
究
力
。
ま
た
、「
自
分
ら
し

さ
や
他
者
への
思
い
や
り
を
大
切

に
す
る
豊
か
な
心
」
を
育
む
た

め
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
生
徒

同
士
で
感
性
を
高
め
合
お
う
と

す
る
力
。
こ
れ
ら
の
育
成
を
め
ざ

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
実
践
で
は
単
元

の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
開
通

襃
斜
道
刻
石
の
倣
書
に
よ
る
合

同
作
品
制
作
（一本
の
筆
を
交
替

で
持
ち
な
が
ら
、
一
枚
の
紙
に
揮

毫
す
る
協
働
制
作
）
を
実
施
し
、

①
教
科
等
固
有
の
見
方
・
考
え

方
を
働
か
せ
て
自
分
の
頭
で
考

え
て
表
現
す
る
力
、
②
対
話
や

協
働
を
通
じ
て
知
識
や
ア
イ
デ
ィ

ア
を
共
有
し
新
し
い
解
や
納
得
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解
を
生
み
出
す
力
、
③
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
が
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び

を
実
感
で
き
る
こ
と
、
こ
の
三
点

に
関
し
て
、
教
育
的
効
果
の
検

証
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

書
に
関
す
る
見
方
・
考
え
方
を

深
め
、一緒
に
な
って一つの
作
品
を

制
作
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
生

徒
た
ち
が
人
と
の
関
わ
り
に
お
い

て
大
切
な
こ
と
や
、
協
働
す
る
こ

と
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た

を
目
指
し
て
―
対
話
を
軸
に
自

作
の
言
葉
で
作
品
を
制
作
し
よ

う
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
校
は
京
都
市
の
西
隣
亀
岡

市
に
位
置
し
、
令
和
七
年
に
は

開
校
四
十
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

総
合
学
科
を
設
置
し
、「
未
来

をD
esign

」
を
テ
ー
マ
に
、
自

分
の
興
味
・
関
心
、
個
性
を
生

か
し
た
科
目
選
択
に
よ
る
学
び

や
実
践
的
・
体
験
的
な
学
び
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
将
来
の

（9）2025年（令和7年）5月1日

C【
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
】
書
道
Ⅱ

　
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
授
業
を
目
指
し
て
～
対

　

話
を
軸
に
自
作
の
言
葉
で
作
品
を
制
作
し
よ
う
～

京
都
府
立
南
丹
高
等
学
校

教
諭  

糸
川　
奈
央

　

こ
の
度
、
全
高
書
研
和
歌
山

大
会
の
分
科
会
発
表
Ｃ
に
て「
生

徒
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
授
業

生
き
方
を
考
え
、一人
ひ
と
り
の

個
性
を
生
か
し
た
主
体
的
な
学

び
を
通
し
て
、
進
路
保
障
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
地
域
を
支
え

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。
明
る
く
活
発
な

生
徒
が
多
い
の
で
す
が
、「
書
道

Ⅱ
」
は
芸
術
科
の
科
目
だ
け
で

な
く
、
他
教
科
の
科
目
も
含
む

中
で
の
選
択
科
目
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
座
学
や
運
動
は
苦
手
だ

か
ら
と
い
う
消
極
的
な
理
由
で

選
択
し
た
生
徒
も
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
よ
り
良
い

作
品
を
作
り
た
い
と
時
間
を
か

け
て
作
品
制
作
を
す
る
生
徒
も

い
る一方
で
、
粘
り
強
く
作
品
制

作
に
取
り
組
め
な
い
生
徒
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に

自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
、
挑
戦

し
た
こ
と
の
結
果
次
第
で
相
手

に
ど
う
思
わ
れ
る
か
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
と
、
挑
戦
す
る
こ
と
自
体

に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
生
徒
の

自
己
肯
定
感
を
書
道
の
授
業
内

で
育
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考

え
、
本
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
育
む

た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に
さ

そ
の
経
験
が
、
充
実
感
や
達
成

感
へ
と
繋
が
り
、
喜
び
へ
と
結
び

つ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。

　
こ
の
度
は
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
助
言
を
授

業
改
善
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
支
援
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
か
。
指
導
者
に
褒

め
ら
れ
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
だ
と
思
っ

て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を

求
め
よ
う
と
し
な
い
生
徒
に
は
ど

の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

本
単
元
で
は
毎
次
必
ず
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、
指
導
者

か
ら
褒
め
ら
れ
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
生
徒
同
士
で
褒
め
合
い
、
そ

の
中
で
成
功
体
験
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

和
歌
山
県
で
書
道
の
教
員
採
用

試
験
が
な
か
な
か
実
施
さ
れ
ず

故
郷
で
教
壇
に
立
つ
夢
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
う
いっ
た
形

で
故
郷
に
関
わ
れ
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。
一
人
一
台
の
学
習

用
端
末
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
始

め
た
単
元
な
の
で
実
践
は
ま
だ
２

年
し
か
し
て
お
ら
ず
、
ま
だ
ま

だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
単
元
で

す
。
当
日
は
全
国
の
先
生
方
か

ら
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
教
育
活
動
に
活
か
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

【
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
】
書
道
Ⅰ

古
典
に
準
拠
せ
ず
、
自
分
な
り
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
の

書
を
書
く滋

賀
県
立
伊
吹
高
等
学
校

教
諭  

押
谷　
達
彦
　

伊
吹
高
校
は
開
校
四
四
年
目

を
迎
え
る
普
通
科
高
校
。
設
置

当
初
は
六
ク
ラ
ス
規
模
だ
っ
た
の

が
現
在
三
ク
ラ
ス
と
な
り
、
三
ク

ラ
ス
が
体
育
コ
ー
ス
、
学
力
充
実

ク
ラ
ス
、
学
力
発
展
ク
ラ
ス
に
分

け
ら
れ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
夫
々

異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
芸
術

の
講
座
は一ク
ラ
ス
三
展
開
と
な

り
、
恵
ま
れ
た
授
業
環
境
と
な
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り
ま
し
た
。
芸
術
科
書
道
で
は
、

対
面
型
座
席
配
置
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
よ
る
探
究
活
動
を
メ

イ
ン
と
し
て
授
業
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
滋
賀
県
書
教
育
研
究
会

が
す
す
め
る
『
硬
筆
で
し
っ
か

り
、
毛
筆
で
楽
し
く
』
を
中
学

校
書
写
か
ら
引
き
継
ぎ
、
年
間

1
/
5
を
硬
筆
で
整
斉
な
書
字

指
導
、
毛
筆
で
は
創
作
活
動
を

中
心
に
行
い
、
年
間
三
回
の
公

募
展
応
募
を
通
じ
て
、
生
徒
の

主
体
性
や
自
己
肯
定
感
を
育
成

す
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の

書
は
、
生
徒
が
ふ
だ
ん
口
に
し

た
り
書
い
た
り
す
る
日
常
言
語

を
扱
う
と
い
う
点
で
、
親
し
み

や
す
い
活
動
で
す
。
本
校
で
は

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
よ
り

親
し
み
や
す
く
『
現
代
文
作

品
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
こ
の
活
動
は
「
表
現
す
る

面
白
さ
」
よ
り
も
「
読
め
る
」

こ
と
に
こ
だ
わ
り
が
出
や
す
い
活

動
で
も
あ
り
、
書
こ
う
と
す
る

言
葉
や
文
章
の
文
字
を
、
た
だ

並
べ
た
だ
け
の
作
品
も
目
に
し

ま
す
。
教
科
書
で
は
近
現
代
の

書
家
や
文
士
の
作
品
例
を
『
参

考
』
に
し
て
、
特
定
の
古
典
の

2025年（令和7年）5月1日（10）

書
風
で
書
く
こ
と
を
す
す
め
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
漢
字
と

仮
名
は
本
来
調
和
し
づ
ら
い
も

の
で
あ
る
上
、
必
ず
し
も
自
分

の
作
品
に
込
め
る
表
現
意
図
に

合
致
し
た
古
典
が
あ
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
に
生
き

て
い
る
生
徒
の
生
き
た
文
字
を

表
現
す
る
に
は
、
彼
ら
自
身
の

中
か
ら
湧
き
出
る
リ
ズ
ム
と
白

と
黒
の
構
成
セ
ン
ス
に
よ
る
も
の

で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

毛
筆
で
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書

を
書
く
に
あ
た
って
、
生
徒
相
互

の
対
話
と
実
践
に
よ
る
探
究
活

動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
意
図

に
基
づ
い
た
表
現
を
工
夫
す
る

力
を
育
み
、
書
を
通
し
て
心
豊

か
な
生
活
や
社
会
を
創
造
す
る

態
度
と
自
己
肯
定
感
を
養
う
の

を
目
的
と
し
て
授
業
を
行
って
い

ま
す
。

　

本
校
で
は
、
二
学
期
の
大
半

を
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
活

動
を
費
や
し
ま
す
。
書
道
Ⅰ
で

探
究
を
通
じ
て
基
本
的
な
表
現

方
法
を
模
索
し
、
書
道
Ⅱ
以
降

は
テ
ー
マ
創
作
と
し
て
、
自
作
の

詩
や
文
章
で
表
現
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
学
期
に
漢
字

の
書
を
探
究
し
、
全
紙
一
字
大

作
を
仕
上
げ
、
二
学
期
は
古
代

文
字
の
臨
書
を
通
し
て
自
用
印

の
制
作
、
仮
名
の
臨
書
を
し
た

と
こ
ろ
で
、
本
単
元
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
単
元
で
は
、
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
探
究
活
動
と
そ

の
共
有
を
通
じ
て
、
漢
字
仮
名

交
じ
り
書
の
基
礎
を
自
分
な
り

の
表
現
で
身
に
つ
け
、
今
後
の

創
作
活
動
に
、
よ
り
主
体
的
・

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
、
表
現

す
る
よ
ろ
こ
び
を
得
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

二
十
年
に
及
ぶ
本
校
で
の
実

践
の
集
大
成
と
し
て
発
表
い
た

し
ま
す
が
、
何
分
授
業
は
生
き

物
で
す
。
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

こ
と
も
多
く
、
全
国
の
先
生
方

か
ら
の
ご
指
導
を
受
け
て
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
「
進
化
」
す
る

授
業
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

全
高
書
研
会
報
九
十
八
号
を
お

届
け
し
ま
す
。
全
高
書
研
副
会
長

の
森
典
英
先
生
（
三
重
県
立
伊
勢

高
等
学
校
校
長
）
を
は
じ
め
、
ご

多
忙
の
中
原
稿
を
ご
執
筆
頂
き
ま

し
た
先
生
方
に
は
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
号
か
ら
、
会
報
発
行
を
全

国
研
究
大
会
の
開
催
時
期
変
更
に

合
わ
せ
て
五
月
・
十
二
月
の
発
行

と
変
更
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

原
稿
ご
執
筆
の
先
生
方
に
は
年
度

末
・
年
度
初
め
の
慌
た
だ
し
い
時
期

に
原
稿
の
提
出
・
校
正
な
ど
の
作

業
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
全
高
書
研
和

歌
山
大
会
の
開
催
が
間
近
に
迫
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
八

月
二
十
一・二
十
二
日
に
和
歌
山
県

和
歌
山
市
・
和
歌
山
県
民
文
化
会

館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。「
学
び
と

成
長
の
書
道
教
育
」
の
大
会
テ
ー

マ
の
も
と
、
近
畿
の
先
生
方
に
よ

編 

集 

後 

記
る
発
表
が
多
く
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
主
体
的
・
対
話
的
な
学

び
を
軸
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
生

徒
一
人
一
人
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く

か
の
実
践
や
、
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法
な
ど
、
従
来

の
授
業
実
践
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進

ん
だ
発
表
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

を
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
開
催
時
期
が
従
来
の

秋
か
ら
夏
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
よ
く
多
く
の
先
生
方
に
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
願
って

い
お
り
ま
す
。

　

ま
た
大
会
を
控
え
運
営
や
発
表

を
ご
担
当
頂
く
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
の
業
務
に
加
え
て

の
ご
準
備
と
な
り
、
ご
苦
労
も
大

変
な
も
の
か
と
拝
察
致
し
ま
す
。

年
に一度
の
研
究
大
会
が
多
く
の
先

生
方
に
と
って
実
り
多
き
も
の
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

（
天
野
）
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富
山
県

令
和
六
年
度

事
業
報
告富

山
大
会
実
行
委
員
長

富
山
県
立
高
岡
高
等
学
校

   

大
田　
亘

○
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
一
昨
年
、
令
和
八
年
度
第

五
一
回
富
山
大
会
開
催
が
決
定

し
、「
我
々
自
身
が
学
び
を
深
め
、

発
表
者
を
県
全
体
で
サ
ポ
ー
ト

し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
県
内

研
修
部
を
中
心
に
研
修
計
画
を

立
て
、
そ
の
機
会
を
増
や
し
て

き
た
。
令
和
五
年
度
に
は
観
点

別
評
価
の
実
践
例
報
告
会
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
研
修
会
を
実
施
。
ま
た
会

員
全
員
が
学
習
指
導
要
領
の
改

変
を
意
識
し
た
授
業
の
学
習
指

導
案
を
提
出
し
合
い
、
そ
の
実

践
例
を
共
有
し
た
。
十
数
頁
に

わ
た
る
指
導
案
に
は
苦
労
し
た

が
、
全
高
書
研
Ｈ
Ｐ
上
の
学
習

指
導
要
領
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
助
け

ら
れ
た
。

　

令
和
六
年
春
に
、
大
会
の
全

体
お
よ
び
分
科
会
の
三
テ
ー
マ
を

皆
で
考
え
、
以
降
三
テ
ー
マ
ご

と
に
非
常
勤
講
師
を
含
め
た
四
，

五
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
黄
色

い
解
説
書
片
手
に
グ
ル
ー
プ
別

研
修
会
を
重
ね
た
。
研
修
で
の

学
び
を
元
に
各
自
勤
務
校
で
は

授
業
実
践
に
試
行
錯
誤
を
重
ね

た
。
令
和
八
年
度
ま
で
各
発
表

者
の
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
継
続

実
施
す
る
。

　

当
初
「
全
高
書
研
大
会
っ
て

何
？
」
に
始
ま
り
、
研
修
は
何

を
し
て
良
い
か
も
分
か
ら
ず
こ
こ

ま
で
来
た
。
学
習
指
導
要
領
へ

の
理
解
が
不
十
分
な
者
同
士
の

研
修
は
未
だ
手
探
り
状
態
で
あ

り
、
効
果
的
な
学
び
に
な
って
い

る
か
今
も
不
安
で
あ
る
。「
井

の
中
の
蛙
」
に
な
ら
な
い
よ
う

「
外
へ
出
て
分
か
る
人
と
つ
な
が

る
し
か
な
い
」
と
、
こ
こ
数
年

何
人
か
は
県
内
外
の
各
種
研
修

会
（
学
習
指
導
要
領
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
教
育
、
探
究
活
動
等
）
や

全
国
指
導
主
事
等
伝
達
講
習
会

や
全
国
芸
術
系
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
き
た
。
私
自
身
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
豊
口
先
生
の
解
説
を
ス
マ
ホ
に

保
存
し
何
度
も
視
聴
し
た
。

　

今
後
発
表
者
に
対
し
て
全
高

書
研
推
進
委
員
会
の
支
援
が
行

わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
さ
ら
に

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
各
種

研
修
に
よ
り
、
我
々
の
学
び
の

深
ま
り
が
大
会
テ
ー
マ
の
「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
に
つ
な
が
る
こ

と
を
願
って
い
る
。

○
主
な
令
和
六
年
度
実
施
行
事

●
前
期
理
事
会

　
五
月
十
五
日(

水)
●
前
期
総
会

　
六
月
二
十
八
日(

金)

●
第
七
二
回
研
究
発
表
大
会

　
十
月
三
日(
木)

•

授
業
実
践
発
表
・
協
議

●
授
業
研
究
会

　
一一
月
二
十
二
日(

金)
•

授
業
実
践
の
見
学
・
協
議

●
後
期
総
会

　
二
月
二
十
日(

木)
•

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
」
富
山
県
庁
推
進
課

よ
り
講
師
を
招
い
て
講
演
会

•

部
会
誌
五一号
発
行

●
各
会
で
グ
ル
ー
プ
別
研
修
会

の
実
施

●
第
四
九
回
全
高
書
研
川
崎
特

別
大
会
参
加

　
八
月
八
、九
日
（
木
、
金
）

　
一
〇
名
参
加
。
初
参
加
の
者

が
多
く
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

北
信
越
ブ
ロッ
ク
研
修
会
で
は
大

田
亘
、
中
野
里
咲
教
諭
が
富
山

大
会
を
念
頭
に
授
業
実
践
報
告
。

●
そ
の
他

第
六
九
回
県
高
校
書
道
展

第
二
二
回
鑑
賞
会
（
公
募
展
）

第
一八
回
合
同
錬
成
会

第
三
十
三
回
県
書
写
書
道
教

育
研
究
会
指
導
者
実
技
講
習

会第
六
十
六
回
小
中
高
書
き
初

め
大
会

○
富
山
大
会
に
つ
い
て(

補
足)

　

第
四
十
七
会
岐
阜
大
会
よ
り

全
高
書
研
の
大
会
が
ブ
ロッ
ク
開

催
と
な
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
で
発
表

の
担
当
、
大
会
運
営
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
企
画
展
で
は
ブ

ロッ
ク
各
県
の
協
力
に
よ
る
「
校

内
（
地
域
）
の
書
の
鑑
賞
レ
ポ
ー

ト
展
示
」
を
計
画
。
ブ
ロ
ッ
ク

各
県
の
文
士
、
著
名
人
の
書
を

紹
介
し
合
う
こ
と
で
地
域
ら
し

さ
の
演
出
と
、
ブ
ロッ
ク
各
県
が

つ
な
が
り
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で
協
力

す
る
機
運
を
醸
成
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
小
分
会
で
は
、「（
仮
）

私
の
一
推
し
授
業
」
と
題
し
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の
授
業

実
践
例
の
発
表
を
計
画
。
こ
ち

ら
の
発
表
者
募
集
は
令
和
八
年

六
月
ま
で
。
参
加
者
同
士
の
つ

な
が
り
、
活
発
な
議
論
の
場
を

願
って
い
る
。

　

大
会
で
は
し
っ
か
り
準
備
を

進
め
、
全
国
か
ら
皆
様
を
お
迎

え
し
ま
す
。
同
時
に
、
今
大

会
を
き
っ
か
っ
け
に
富
山
県
の
書

道
教
員
が
ブ
ロッ
ク
や
全
国
の
書

道
教
員
と
つ
な
が
り
、
学
び
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
国

か
ら
多
く
の
先
生
方
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
す
る
と
共
に
、

皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

各
地
区

事
務
局
報
告



全　高　書　研　会　報第 98 号 2025年（令和7年）5月1日（12）

授業研究

分科会（研究発表）

誌上研究発表

Ａ　【漢字仮名交じりの書】書道Ⅱ　　　　　　　　　　　　　和歌山県立神島高等学校　教諭　笠井　千景
　　　「言語活動の充実を目指して～地域の魅力を発信！田辺かるたを作ろう～」
B　【漢字の書】書道Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府立綾部高等学校　　教諭　森　啓
　　　「探究的な活動を活かした古典の書風理解～タブレットを活用した書法探究～」
C　【仮名の書】書道Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘中学校・高等学校　　教諭　阿部　泰秀
　　　「主体的対話的で深い学びを実現するための仮名の書の実践事例～太田垣蓮月と香紙切の学習を通して～」

Ａ　・【漢字の書】書道Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校　教諭　角　宗一郎
　　　「書道Ⅰにおける共同作品制作の取り組みとデジタルポートフォリオの活用」
　　・【仮名の書】書道Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府立金剛高等学校　教諭　松岡　千雅子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府立生野高等学校　教諭　森　真記子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　大阪府立門真西高等学校　教諭　町田　千智

B　・【漢字の書】書道Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県立畝傍高等学校　教諭　上明代  和宏
　　　「主体的な表現・鑑賞の学び〜清代隷書作品による倣書学習〜」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・【漢字の書】書道Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府立今宮高等学校　教諭　増井　悠航
　　　「合同作品制作において、協働する活動を通して、創造することの喜びを実感できる授業」

C　・【漢字仮名交じりの書】書道Ⅱ　　　　　　　　　　　　　京都府立南丹高等学校　教諭　糸川　奈央
　　　「生徒の自己肯定感を育む授業を目指して〜対話を軸に自作の詩文で作品を制作しよう〜」　　　　　　　
　　・【漢字仮名交じりの書】書道Ⅰ　　　　　　　　　　　　　滋賀県立伊吹高等学校　教諭　押谷　達彦
　　　「古典に準拠せず、自分なりの漢字仮名交じりの書を書く」

　・『東舞鶴高校　美書展の取り組みについて～地域に密着した京都府北部における美書展の取り組みより～』
　　　　京都府立東舞鶴高等学校　教諭　前田　智

　・『支援学校における書道教育について』　　　　 　　　　　　　　　　 大阪府立東大阪支援学校　教諭　須﨑　奎
　・『連綿の視点で「仮名の書」を捉えるために～元三太師『七猿歌』創作を通して～』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延暦寺学園比叡山高等学校　教諭　北川　智輝
　・『書道Ⅰにおける導入期の指導について』　 　　　　　　　　　　　 滋賀県立草津東高等学校　教諭　安居　孝昌
　・『桜井メソッド〔行書篇〕を活用した授業実践～米芾『蜀素帖』～』 奈良県立櫻井高等学校　教諭　鎌田　博文
　・『ユニバーサルデザインの視点から見た授業展開を考える～情報機器（パワーポイント）の場合～』　

　　　兵庫県立阪神昆陽高等学校　教諭　佐々木有沙

( お問い合わせ先 )　第 50 回全日本高等学校書道教育研究会和歌山大会【近畿ブロック開催】

　　　　　　　　　和歌山県立田辺高等学校内　教諭　森　理加子

　　　　　　　　　〒 646-0024　和歌山県田辺市学園 1-71

　　　　　　　　　TEL 0739-22-1880　FAX 0739-22-0636

 「仮名の書の少字数による創作から仮名の書の美の理解
　　　　　　　　　　　　　～用筆・運筆を大切にして～」
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第50 回全日本高等学校書道教育研究会

和歌山大会【近畿ブロック開催】 （最終案内）
和歌山大会テーマ

『学びと成長の書道教育』
～書道教育の役割とこれから～

会　期　令和７年8月21日（木）・22日（金）
会　場　和歌山県民文化会館　
　　　　和歌山市小松原通１丁目１ TEL 073-436-1331

　昨年開催された第 49 回全高書研川崎特別大会【事務局開催】にて、新しい学習指導要領の理念を実現するた
めの実践や検討を追究した授業改善について、また全高書研の内容や運営面にも着目し、今後の大会運営について
の新たな改革がなされたことは、長い歴史を持ったこの大会の節目となり、新たな出発となりました。
　第 50 回目を迎える和歌山大会では、テーマに掲げたこれからの書道教育の役割とは何か、そして「学びと成長」
の息吹が感じられる実践・発表を予定しています。特に授業発表・分科会発表は、新しい学習指導要領等で強く指摘
されてきた「指導と評価の一体化」をベースに、主体的・対話的で深い学びの視点から、タブレットを活用した授業や
地域の特色を活かした授業、また言葉や思いを協働しながら育む授業等を企画しています。
　また、持続可能な大会運営を念頭に、発表形式は動画とパワーポイントを中心としています。さらに、大会集録は可
能な限りスリム化し、詳細な資料はWEBよりダウンロードをして閲覧いただくことを考えております。
　その他、企画として紀州松煙墨・彩煙墨の展示、大学教員と若手教員によるトークセッションも準備しております。皆
様のご参加を心よりお待ちしています。

大 会 講 師 　文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　豊口　和士 先生（予定）
企　　　画　若手教員と大学教員による　　　大阪教育大学　准教授　瀬川　賢一 先生
　　　　　　トークセッション　　　　　　　奈良教育大学　准教授　西村　大輔 先生
併　設　展　「令和7年度和歌山県高等学校総合文化祭　書道展」「紀州松煙墨・彩煙墨について」
　　　　　　「全日本高等学校書道コンクール大賞受賞作品展」　　　
大会参加費　6，000円（予定）
教育懇談会　8月21日（木）18：30～20：00　ホテルアバローム紀の国
　　　　　　（会費7,500円予定）　和歌山市湊通丁北２丁目１-２　TEL 073-436-1200

◇第２日目　8月22日(金)

大会日程
◇第１日目　8月21日(木)



全　高　書　研　会　報第 98 号 2025年（令和7年）5月1日（14）

閉会式
研究成果報告
次期大会案内

14：25～
15：00

分科会
研究協議 基調講演会 小分科会

（ポスターセッション） 昼食 小分科会
（ポスターセッション）

9：00～
10：35

10：45～
11：45

11：55～
12：40

12：40～
13：30

13：30～
14：15

8：30～
9：00

受付

総会 開会式 昼食 授業研究
研究協議

授業研究 教育懇談会情報交換会
ブロック別会議

10：00～
10：40

10：50～
11：30

11：30～
12：45

13：55～
15：10

12：45～
13：45

18：30～
20：00

15：20～
17：00

9：00～
10：00

受付

第５１回全日本高等学校書道教育研究会

富山大会【北信越ブロック開催】ご案内（第2次案内）

富山大会テーマ

『書道でウェルビーイング』
～より良く学び、より良く生きるために、

書道教育はいかに貢献できるのか～

会　　　期　令和８年８月６日（木）・７日（金）
会　　　場	 富山県民会館　
	 〒 930-0006 富山市新総曲輪 4-18( 富山駅徒歩10 分 )　TEL:076-432-3111
大 会 講 師　文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　豊口　和士　先生（予定）
企　画　展　全日本高等学校書道コンクール大賞受賞作品展、特別展
大会参加費　6,500 円（予定）
教育懇談会　令和８年８月６日（木）　18:30 ～ 20:00（7,000 円（会費予定））
　　　　　　ホテルグランテラス富山
　　　　　　〒 930-0004 富山市桜橋通り 2-28　　TEL:076-431-2211
内　　 　容　（１）授業研究（授業動画）２発表
　　　　　　　（２）分科会 ( 研究発表 )　 　下記 3 テーマ× 2 発表
　　　　　　　　 Ⅰ「 個別最適な学びと、協働的な学びの実現を意識した授業 」　
　　　　　　　　 Ⅱ「 スクール・ポリシーを意識した授業 」
　　　　　　　　 Ⅲ「 書道の伝統・文化に親しむ態度の育成を目指して 」
　　　　　　　（３）小分科会（チャレンジ分科会）　
　　　　　　　　　「（仮）私の一推し授業」授業実践例をポスターセッション形式で発表

大会日程（予定※今後変更の可能性あり）
◇第１日目　8月6日（木）

◇第 2 日目　8月7日（金）

( お問い合わせ先 )　第 51 回全日本高等学校書道教育研究会　富山大会【北信越ブロック開催】

　　　　　　　　　富山県立呉羽高等学校内　教諭　大木　美佳恵

　　　　　　　　　〒 930-0138　富山県富山市呉羽町 2070-5

　　　　　　　　　TEL：076-436-1056　　FAX：076-436-1058


